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(57)【要約】
フレキシブルスクリーンモジュール（２０）は、回転軸
（２２）と、フレキシブルスクリーン（２４）と、接続
部品とを備える。回転軸（２２）は、外壁（２２ａ）と
回転軸を軸方向に貫通する通路（２２ｂ）とを備える。
フレキシブルスクリーン（２４）は、一端が該外壁（２
２ａ）に固定され且つ該回転軸（２２）に巻き取られる
。接続部品は、本体と、該本体の一端に位置し且つ該フ
レキシブルスクリーン（２４）に電気的に接続される第
一接続部と、該本体の他端に位置する第二接続部とを備
え、該本体が少なくとも部分的に該通路（２２ｂ）を貫
通し、該第一接続部及び該第二接続部がそれぞれ該回転
軸（２２）の軸方向の両側に位置する。本発明によれば
、接続部品の本体は、回転軸が回転するとき、摩損する
ことなく歪み、切れ難いため、フレキシブルスクリーン
モジュールの寿命を延ばす。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外壁と軸方向に貫通する通路とを備える回転軸と、
　一端が該外壁に固定され且つ該回転軸に巻き取られるフレキシブルスクリーンと、
　本体と、該本体の一端に位置し且つ前記フレキシブルスクリーンに電気的に接続される
第一接続部と、該本体の他端に位置する第二接続部とを備える接続部品とを備え、
　該本体が少なくとも部分的に前記通路を貫通し、前記第一接続部及び前記第二接続部が
それぞれ前記回転軸の軸方向の両側に位置するフレキシブルスクリーンモジュール。
【請求項２】
　前記接続部品は、フレキシブル回路基板であることを特徴とする請求項１に記載のフレ
キシブルスクリーンモジュール。
【請求項３】
　前記本体は少なくとも部分的に巻き取られ、且つ、前記通路に収納されることを特徴と
する請求項２に記載のフレキシブルスクリーンモジュール。
【請求項４】
　前記本体の巻き取られた部分は、螺旋状であることを特徴とする請求項３に記載のフレ
キシブルスクリーンモジュール。
【請求項５】
　前記接続部品は、前記第一接続部を有する接続部材と、前記通路に少なくとも部分的に
弛んで収納される少なくとも二つの導線と、該通路に少なくとも部分的に収納され且つ該
接続部品を該少なくとも二つの導線に電気的に接続する第一アダプタ部とを備えることを
特徴とする請求項１に記載のフレキシブルスクリーンモジュール。
【請求項６】
　前記接続部品は、フレキシブル回路基板であり、前記第一アダプタ部は該接続部品に接
続される第一インターフェースを備えることを特徴とする請求項５に記載のフレキシブル
スクリーンモジュール。
【請求項７】
　前記回転軸に対して固定され且つ該フレキシブルスクリーンの両側に位置する軸受をさ
らに備えることを特徴とする請求項５に記載のフレキシブルスクリーンモジュール。
【請求項８】
　前記第一アダプタ部と前記回転軸との間には、該第一アダプタ部が該回転軸に対して回
転することを防止する回転防止構造が設けられ、該第一アダプタ部が前記通路内に軸方向
に摺動できることを特徴とする請求項５に記載のフレキシブルスクリーンモジュール。
【請求項９】
　前記接続部品は、第二インターフェースを有する第二アダプタ部をさらに備え、該第二
アダプタ部が該少なくとも二つの導線を該第二インターフェースに電気的に接続すること
を特徴とする請求項５に記載のフレキシブルスクリーンモジュール。
【請求項１０】
　前記回転軸に固定され且つ前記フレキシブルスクリーンの両側に位置する軸受をさらに
備え、該第二アダプタ部が隣接する軸受に固定され、且つ、該回転軸に対して固定される
ことを特徴とする請求項９に記載のフレキシブルスクリーンモジュール。
【請求項１１】
　前記少なくとも二つの導線は、それぞれの長さが前記第一アダプタ部と前記第二アダプ
タ部との間の距離よりも大きいであることを特徴とする請求項１０に記載のフレキシブル
スクリーンモジュール。
【請求項１２】
　前記第二アダプタ部は、前記通路内に少なくとも部分的に収納されることを特徴とする
請求項１０に記載のフレキシブルスクリーンモジュール。
【請求項１３】
　前記フレキシブルスクリーンは、前記回転軸の外壁に貼り付けられるコントローラを備
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え、該回転軸の外壁には、該コントローラを収納する収納穴が設けられることを特徴とす
る請求項１に記載のフレキシブルスクリーンモジュール。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれかに記載のフレキシブルスクリーンモジュールを備える電子装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はフレキシブルスクリーンに関し、特に、フレキシブルスクリーンモジュール及
びこのモジュールを備える電子装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示画面を制御するために、スクリーンモジュールは、制御回路に接続されるためのイ
ンターフェースが設けられる必要がある。従来の主なスクリーンモジュールは、ＬＣＤモ
ジュール及びＯＬＥＤモジュールがある。当該２つのディスプレイモジュールは、それぞ
れ、構造が硬質のガラス基板に薄膜トランジスタ、すなわち、ＴＦＴが設けられたもので
ある。上記インターフェースは、駆動回路を介してＴＦＴに接続され、このＴＦＴの制御
を実現し、さらにディスプレイモジュールの表示を制御する。上記スクリーンモジュール
が電子装置に装着された場合、当該インターフェースは、対応する制御回路に接続されれ
ばよいである。
【０００３】
　最近、現れたフレキシブルＯＬＥＤスクリーンによって、スクリーンモジュールは、形
態がたくさんあり、通常の平面だけではない。スクリーンが暖簾のように巻き取られるこ
とによりスクリーンのサイズが柔軟に変わるものがある。これは、フレキシブルスクリー
ンの巻き取りに適応する上記インターフェースの設計に関する。従来、インターフェース
がモーターのブラシ・整流子の構造のように設計されたものがあり、当該「ブラシ」は上
記制御回路に接続されるためのものである。しかしながら、このような構造の信頼性や耐
久性がかなり低いである。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明は、信頼性や耐久性を有し、フレキシブルスクリーンの巻き取りに適応する構造
を備えるフレキシブルスクリーンモジュール及びこのモジュールを備える電子装置を提供
する。
【０００５】
　このフレキシブルスクリーンモジュールは、回転軸と、フレキシブルスクリーンと、接
続部品とを備える。回転軸は、外壁と回転軸を軸方向に貫通する通路とを備える。フレキ
シブルスクリーンは、一端が該外壁に固定され且つ該回転軸に巻き取られる。接続部品は
、本体と、該本体の一端に位置し且つ該フレキシブルスクリーンに電気的に接続される第
一接続部と、該本体の他端に位置する第二接続部とを備え、該本体が少なくとも部分的に
該通路を貫通し、該第一接続部及び該第二接続部がそれぞれ該回転軸の軸方向の両側に位
置する。
　この電子装置は、上記フレキシブルスクリーンモジュールを備える。
【０００６】
　本発明によれば、接続部品の本体は、回転軸が回転するとき、摩損することなく歪み、
切れ難いため、フレキシブルスクリーンモジュールの寿命を延ばす。本発明は、上記フレ
キシブルスクリーンモジュールを備える電子装置をさらに提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　以下の添付図面は、実施形態と共に、本発明を詳しく説明するためのものである。添付
図面に示される各素子は、実際のサイズ及び割合を表するものではないと理解される。説
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明を明瞭にするために示される概略図は、本発明を制限するものであると理解されてはな
らない。
【図１】本発明の第一実施形態によるフレキシブルディスプレイモジュールを備える電子
装置の概略図である。
【図２】図１の電子装置のフレキシブルディスプレイモジュールの部分概略断面図である
。
【図３】本発明の電子装置の回転軸及び第一アダプタ部の別の実施形態の概略図である。
【図４】本発明の第二実施形態によるフレキシブルディスプレイモジュールを備える電子
装置の概略図である。
【図５】本発明の第三実施形態によるフレキシブルディスプレイモジュールを備える電子
装置の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の目的、技術手段及び利点を一層明瞭にするために、以下に、若干の実施形態及
び図面を参照しながら、本発明を一層詳しく説明する。ここで記載される実施形態は、本
発明を説明するためのものだけであるが、本発明を制限するものではないと理解される。
【０００９】
　図１は、本発明の第一実施形態によるフレキシブルディスプレイモジュールを備える電
子装置の構造概略図である。電子装置１０は、ハウジング１２と、ハウジング１２内に固
定され且つ収納される回路基板１４及びフレキシブルスクリーンモジュール２０とを備え
る。フレキシブルスクリーンモジュール２０のフレキシブルスクリーンは、巻き取られる
こともできるし、巻き出されることもでき、巻き出される場合、ユーザに見られるように
ハウジング１２に設けられたスルーホールを経てハウジング１２の外部に延びる。
【００１０】
　具体的には、フレキシブルスクリーンモジュール２０は、回転軸２２と、二つの軸受２
３と、フレキシブルスクリーン２４と、第一接続部材２６と、第一アダプタ部２８と、複
数の導線３０と、第二アダプタ部３２と、第二接続部材３４とを備える。回転軸２２は、
外壁２２ａと、回転軸２２を軸方向に貫通する通路２２ｂとを備える。本実施形態におい
て、回転軸２２は中空の円筒管である。フレキシブルスクリーン２４は、略矩形を呈して
おり、一端が回転軸の外壁２２ａに固定され、例えば、接着剤によって外壁２２ａに固定
される。このように、回転軸２２が回転する場合、フレキシブルスクリーン２４は、回転
軸２２に巻き取られ、または、回転軸２２から巻き出されてハウジング１２外に延びる。
二つの軸受２３は、回転軸２２に固定され、フレキシブルスクリーン２４の両側に位置す
る。各軸受２３は、外輪と、内輪と、外輪と内輪との間に位置するホイールまたはボール
とを備える。この構造は従来技術であり、ここで詳細に説明されない。各軸受２３は、外
輪がハウジング１２に固定される。
【００１１】
　好ましくは、図２を参照しながら、フレキシブルスクリーン２４を駆動するためのコン
トローラ２１は、フレキシブルスクリーン２４における回転軸２２に固定された端に設け
られ、且つ、回転軸２２を向く。回転軸２２には、収納穴２３が設けられ、コントローラ
２１は、収納穴２３内に収納され、それによって、フレキシブルスクリーン２４における
回転軸２２から離れた表面は、コントローラ２１に起因して平らにされないわけがない。
図に示される収納穴２３は、外壁２２ａに設けられ、外壁を貫通しないが、他の実施形態
において、収納穴２３は外壁２２ａを貫通してもよく、コントローラ２１は通路内に突出
してもよいと理解される。
【００１２】
　フレキシブルスクリーン２４を駆動する駆動制御信号は、第一接続部材２６を介してフ
レキシブルスクリーンに出力される。本実施形態において、第一接続部材２６は、フレキ
シブル回路基板であり、略Ｕ字状を呈しており、一端がフレキシブルスクリーン２４に電
気的に接続され、他端が回転軸２２の軸方向の一端に延びる。図２を参照しながら、第一
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アダプタ部２８は、回転軸の通路２２ｂ内に収納されており、絶縁の本体２８ａと、第一
インターフェース２８ｂと、本体２８ａに設けられた複数のワイヤ２８ｃとを備える。本
体２８ａは、通路２２ｂ内に密接するように設けられることが好ましいが、当然、ゆった
りと設けられてもよい。第一インターフェース２８ｂは、第一接続部材２６における回転
軸２２に隣接する端に接続されるようにマッチングする。ワイヤ２８ｃは、第一インター
フェース２８ｂに電気的に接続され、ワイヤ２８ｃの末端の間の間隔が大きくなるように
本体２８ａの外側に延びる。末端は、それぞれ、対応する導線３０に電気的に接続される
。本実施形態において、四つの導線が示されるが、しかしながら、導線３０の数は実際の
要求に応じて設定されてもよいと理解される。
【００１３】
　導線３０と第二アダプタ部３２の接続手段、第二アダプタ部３２と第二接続部材３４の
構造及び接続手段は、上記第一接続部材２６と第一アダプタ部２８に関するものと大体同
様であるが、しかしながら、第二アダプタ部３２が通路２２ｂ外に延びて軸受２３の外輪
に固定されるという点で相違する。第二接続部材３４は、回路基板１４にさらに接続され
る。導線３０は、通路２２ｂ内に弛んで収納され、すなわち、各導線３０は、長さが第一
アダプタ部２８と第二アダプタ部３２との間の距離よりも大きいであり、且つ、導線３０
が通路２２ｂ内に絡み合えるように回転軸２２の内壁との間に一定の隙間がある。このよ
うに、回路基板１４から出力された、フレキシブルスクリーン２４を駆動する駆動制御信
号は、第二接続部材３４、第二アダプタ部３２、導線３０、第一アダプタ部２８及び第一
接続部材２６を順に介して、フレキシブルスクリーン２４に転送される。
【００１４】
　稼働中、フレキシブルスクリーン２４が巻き出されてハウジング１２外に延びるとき、
図１に示すように、導線３０は絡み合わない。回転軸２２が回転し、フレキシブルスクリ
ーン２４が回転軸２２に巻き取られるとき、第一アダプタ部２８は、回転軸２２と共に回
転するが、第二アダプタ部３２は回転しない。このように、第一アダプタ部２８の回転に
よって、導線３０は絡み合って一束になる。絡み合った導線３０の長さが二つのアダプタ
部の間の間隔以上である場合、第一アダプタ部２８は、回転軸２２に密接するように設け
られてもよく、さもなければ、第一アダプタ部２８は、回転軸２２に対して軸方向に摺動
できるべきであり、このとき、第一アダプタ部２８は、回転軸２２に対して回転できない
ことが好ましく、例えば、図３に示すような多角形の回転防止構造であってもよい。当然
、この回転防止構造は、第一アダプタ部２８と回転軸２２との間に軸方向に設けられた凹
凸構造であってもよい。
【００１５】
　フレキシブルスクリーン２４が大幅に巻き出される必要があり、回転軸２２の直径が小
さく、または、両者がすべてある場合、必要な巻き出される面積を達成するために、回転
軸２２の回転数が一層多くなければならない。このとき、従来の構造では、「ブラシ」は
、大きく摩損し、劣化が速めされ、さらに、フレキシブルスクリーンモジュール２０の寿
命に影響が及ぼさない。本発明において、回転数が多い必要がある「ブラシ」の構造の代
わりに導線３０が設けられ、また、回転軸２２が回転するとき、導線３０は絡み合ってお
り、摩損することなく歪み、切れ難いため、フレキシブルスクリーンモジュール２０及び
電子装置１０の寿命を延ばす。
【００１６】
　他の実施形態において、第一アダプタ部２８は、通路２２ｂ外に延びて回転軸２２に固
定されてもよい。このとき、第一アダプタ部２８に対応する軸受２３は、第一アダプタ部
２８に固定されて設けられてもよい（図示せず）。
【００１７】
　他の実施形態において、図４に示すように、導線３０における第一アダプタ部２８から
離れた端は、回路基板１４に直接接続されてもよいと理解される。このとき、導線３０は
通路２２ｂ外に延び、且つ、上記実施形態の第二アダプタ部３２が設けられなくても構わ
ない。この場合、導線が依然として絡み合うため、上記実施形態による、フレキシブルス
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【００１８】
　他の実施形態において、フレキシブル回路基板としての接続部品２７は、通路２２ｂを
貫通して回路基板に直接接続され、このとき、接続部品２７の通路２２ｂ内にある部分の
長さが通路２２ｂの長さよりも大きいため、回転軸２２が回転するとき、接続部品２７は
巻き取られ、第一接続部材は、巻に起因して損なわれるわけがないと理解される。好まし
くは、図５に示すように、接続部品２７は、通路２２ｂ内に螺旋状に巻き取られる。この
ように、回転軸２２が回転を始めた後、接続部品２７が弛んだ状態から相対的に張られる
状態に変化するとき、接続部品２７は、既に巻き取られたが、さらに巻き取られることに
より、第一接続部材２６が通路２２ｂ内に不規則的に歪んで損なわれることが防止される
。
【００１９】
　以上の実施形態からわかるように、図５の接続部品２７は、実際上、図１の第一接続部
材２６、第一アダプタ部２８、導線３０、第二アダプタ部３２及び第二接続部材３４の役
割を果たし、同様に、図４の第一接続部材２６、第一アダプタ部２８及び導線３０の役割
も果たす。したがって、回転軸と、フレキシブルスクリーンと、接続部品とを備え、回転
軸が外壁と回転軸を軸方向に貫通する通路とを備え、フレキシブルスクリーンの一端が外
壁に固定され且つ回転軸に巻き取られ、接続部品が本体と、本体の一端に位置し且つフレ
キシブルスクリーンに電気的に接続される第一接続部と、本体の他端に位置する第二接続
部とを備え、該本体が少なくとも部分的に該通路を貫通し、第一接続部及び第二接続部が
それぞれ回転軸の軸方向の両側に位置する、フレキシブルスクリーンモジュールのような
ものを提供する技術手段は、いずれも本発明の範囲に属するものである。
【００２０】
　以上は、本発明の実施方式に過ぎなく、本発明を制限するものではない。本発明の精神
及び要旨を逸脱しない場合行われる変更、均等代替及び改善などは、いずれも本発明の範
囲に属するものである。
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